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学校・行政・拠点が連携してESDを進める上での

留意点とは何か？

ⅠⅠⅠⅠ はじめにはじめにはじめにはじめに「持続可能な社会の創り手」の育成やSDGs達成のための人材育成に向けて、学校・行政・拠点を含む多様な主体による連携・協働が重要！ ⅡⅡⅡⅡ 方法方法方法方法フォーラムにおけるワークショップの成果を参照した。近畿近畿近畿近畿ESDESDESDESDフォーラムフォーラムフォーラムフォーラム2018201820182018日 時：2019年１月12日（土） 10：00～18：00場 所：ＯＭＭ ２階 会議室 （大阪市）参加者：教員、教育委員会事務局、自治体職員、ＮＰＯ／ＮＧＯ、環境学習拠点、企業、大学生、有識者など主に近畿２府４県より104名（主催者、事務局除く）主 催：近畿地方環境事務所・近畿地方ESD活動支援センター
ESDESDESDESD----SDGsSDGsSDGsSDGsワークショップワークショップワークショップワークショップ「学校・行政・拠点のチームワークによる授業・事業をつくろう」・参加者は15グループに分かれる。・３つの会場で作業。・会場ごとにとりまとめ・全体の共有

ⅢⅢⅢⅢ 結果結果結果結果

前述のワークショップでは、学校・行政・拠点が連携し、地域を教材にした授業・事業

を行うための留意点が、各会場で左下のように挙げられた。

留意点は、３つの要素（●▲■）としてまとめた。

日本ESD学会第３回近畿地方研究会（2019年７月13日） 奈良教育大学

「ESD（持続可能な開発のための教育）推進の手引」（改訂版）（文部科学省，2018）“優良事例を手がかりとした、各学校におけるESDの取組に対する指導助言上のポイント”〇どのように取り組むのかESDを効果的に推進するためには、ESDの実施を学校経営方針に位置付け、校内組織を整備して学校全体として組織的に取り組むこと、ESDを適切に指導計画に位置付けること、地域や大学・企業との連携地域や大学・企業との連携地域や大学・企業との連携地域や大学・企業との連携の視点を取り入れること、の視点を取り入れること、の視点を取り入れること、の視点を取り入れること、児童・生徒による発信と学習成果の振り返りを適切に行うことなどが重要です。
【会場１】・行政：情報発信・情報提供の場づくり ●行政が拠点・学校を集めた場をつくる。行政内の連携も大事●▲・拠点：教員をサポートしていく。ある程度地域が主導した形で連携も可能。 ▲・学校：ゴールを設定して共有していくことでつながる。ＥＳＤの視点を教員自身が持つことが必要。地域と先生から、地域と学校とのつながりに発展していく。 ▲■☆コーディネーターの人材の必要性▲【会場２】 ▲■①それぞれがお互いに強み・弱みを出して知り合うことが必要。その上で自分の想いをはっきり伝える。②適切な情報源にアクセスする仕組みを作る。●③プラットフォーム形成のコーディネーターの存在と、その存在を周知させる仕組み。 ▲例：コンソーシアムなど、研修機能も備わっていることも大事。学ぶことで互いの意欲化につながる。【会場３】①信頼関係をつくる。ＥＳＤを志向する「人」と「人」としてのつながり。 ■そのために拠点が中心になって出会う機会、話す機会を持つ。②拠点は、市・町・村を超えることができる。 ▲③行政には、使ってもらえる施設、交通手段があるが、要望してもらわないと気づかない。 ●④行政は信用をもとに道筋をつくる機能がある。■☆信頼関係で相談することが大切 ■
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施策の認知度↑次世代・親世代の関心行動変容↑

地域資源の理解↑児童・生徒の探究心↑

地域資源に関する取組意識↑地域資源の再評価↑
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●情報発信・情報提供の場づくり、適切な情報源にアクセスする仕組みなど、連携を開始・加速するための情報交流。▲多様な主体を媒介し、主体間の連携を促す機能・人材。■信頼関係をつくること将来的に地域と学校のつながりに発展するような地域の人と教員のつながり、あるいは、関わる主体の特性を相互に理解して連携するようなつながりを創出する素地として、連携する主体のESDを志向する「人」と「人」同士の信頼関係の醸成。
「学校・行政・拠点が連携してESDを

進める上での留意点」のまとめまとめまとめまとめ（（（（３要素）３要素）３要素）３要素）

●情報交流
■信頼関係
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近畿地方近畿地方近畿地方近畿地方ESDESDESDESD活動支援センター（活動支援センター（活動支援センター（活動支援センター（2019201920192019））））「近畿「近畿「近畿「近畿ESDESDESDESDフォーラムフォーラムフォーラムフォーラム2018201820182018年度報告書」年度報告書」年度報告書」年度報告書」
学校・行政・拠点が連携してESDを進める上での留意点

多様な主体が対話・交流する場（プラットフォーム）


